バウンダリー（境界）規定
公益財団法人 日本リトルリーグ野球協会
リトルリーグ関西連盟
第1条（目的）
　本連盟は健全にして秩序ある拡大・発展と、加盟リーグ相互の友好の維持・増進の為、本規定を定める。
第2条（バウンダリーの決定）
　加盟リーグ及び加盟を申請するリーグは本規定に基づきバウンダリーを決定し、常任理事会の承認を得るものとする。バウンダリーは加盟リーグの本部所在地を原則とする。バウンダリーの申請は所定の様式に従って行い、その範囲は地図により明示する。
（注）国際登録と同様、地図で明示する
第3条（基本範囲）
　バウンダリーの基本範囲は一行政区、即ち市・町・村及び政令都市の区とし、2以上のリーグによる重複は認めない。但し、本規定の発効以前に一行政区に複数のリーグが存在し活動が認められる場合や新規に加盟を認められたリーグが既加盟リーグのバウンダリーと重複する場合など、常任理事会が認める場合はこの限りではない。この場合も第2条の規定通りそれぞれの範囲を明示する。
（注）人口、面積等の制限をなくす。基本範囲の拡大は事実上不要であり、原則認めない。
バウンダリーの重複は認めない。分割、改訂は関係リーグの意見を参考にとどめ、最終判断は常任理事会でおこなう。
第4条（リーグの合併等）
近隣の複数のリーグが合併を実施する場合、常任理事会は第3条の規定に拘わらず当該リーグの活動実態などを考慮し、合併後の範囲を二以上の行政区とする決定を行うことができる。
（注）合併は近隣であって必ずしも隣接である必要はない。
第5条（統一チーム）

　会員数不足等で、日本選手権、世界選手権大会に単独で挑戦、出場ができない複数のリーグが、常任理事会の承認を得てリーグの独立を維持しながら単一の国際登録を行うことにより挑戦することができる。この場合当該全リーグのバウンダリーをもって、統一チームのバウンダリーとする。なお、常任理事会によるこの決定は当該年度1年に限り有効である。
（注）統一チームは近隣であって必ずしも隣接である必要はない。また権利を得て日本選手権出場を希望しない統一チームには本条の規定は適用されない。
第6条（有効期間）
　バウンダリーの有効期間は毎年10月に始まり翌年9月末までとする。変更を希望するリーグは毎年9月末までに書面を事務局長に提出することにより申請する。統一チーム編成のための申請は10月末日まで猶予される。なお、本規定の変更に伴い全ての加盟リーグは平成24年9月末日までに改めて申請する。以後、変更の希望が無い場合は申請の必要はない。
（注）バウンダリーは1年ごとに変更が可能とし、今回改めて申請決定する。合併でなく合同で国際登録を行う場合は基本バウンダリーを存続の上国際登録を行う。
第7条（遵守事項）
加盟リーグは本バウンダリー規定の趣旨を理解し活動する。
1． 加盟リーグは他リーグバウンダリー内において積極的に募集活動をしてはならない。
2． 加盟リーグが他リーグのバウンダリーに居住する少年を入会・所属させようとする場合、速に連盟所定の入団許可承認書を用い当該リーグ会長の承認を得る。この承認書は必要に応じて提出を求められる場合がある。
3． 加盟リーグは前項の規定に基づき他リーグより承認を求められた場合は、過去在籍者など特別な理由がない限り承認するものとする。また一定期間（2週間程度）内に非承認の通告がない限り、承認書受領前においても承認されたものとみなす。
4． 上記承認書は関西連盟内においてのみ有効であり、国際本部など連盟外部においてはなんら有効性を持たないことを理解しておくこと。
5． バウンダリーに関する全ての裁定、決定は常任理事会が行い、その決定は最終のものである。
（注）他リーグのバウンダリーのない地域での募集活動は自由である。

他リーグのバウンダリーからの入会は（退会者以外は）原則自由である。承認を求められた場合相当な理由がない限り拒否はできない。ただし、これは国際本部で認められたルールではなく、場合によっては国際トーナメントには出場できないことを予め承知しておくこと。その他バウンダリーに関する諸問題は裁定、決定に従うこと。
第8条（バウンダリー裁定委員会）
　本連盟はバウンダリーに関する疑義、紛争の解決や範囲決定のため、正副理事長、事務局長、ブロック長をメンバーとするバウンダリー裁定委員会を設置する。この委員会は常任理事会の諮問を受け事情聴取や調査を行い常任理事会にその結果を答申する。
（注）常任理事会に裁定を答申する委員会である。
第9条（発効）
　本規約は平成24年7月に開催された常任理事会において決定され同年9月より、発効する。これに伴い旧来の規定は失効する。
